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研究成果の概要（和文）：近代の文学関係雑誌は個人性や地域性の高い特殊な物が多く、その実

体の解明は遅れている。個人的に収集してきた２万点以上の雑誌（三分の一以上は国会図書館

に未架蔵）のＤＢ，さらに公的な刊行記録である「文芸年鑑」「出版年鑑」「雑誌年鑑」の文学

関係の雑誌のデータの個別のＤＢを作成した。これによってジャンル、編集者、地域、発行所

などから検索することが可能となった。 

 

研究成果の概要（英文）：The literary-related magazine published in modernization has many 

what was taken out individually, and things published in the limited area, and the 

elucidation of the substance is behind. First, DB of the magazine (1/3 or more of them is not 

possessed by the National Diet Library) of 20,000 or more points collected individually was 

created. Next, DB was created, respectively about the literary-related magazine published 

by  "Bungei nenkan (literature yearbook)", " Syuppan nenkan (Almanac of Publishing) 

", and "Zassi nenkan (magazine yearbook)." This enabled it to search a magazine from the 

genre, the editor, the area, the publishing office, etc. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

（１） 近・現代百数十年間の定期刊行物に

ついて、日本ほど自国の主要公共図

書館の収蔵状況が思わしくない国は

ないであろうと言われている。ちな

みに申請者がこれまで収集してきた

約６０００タイトルの文学関係雑誌

のうち、３分の１近くが国立国会図

書館に未架蔵であった。特に文学関

係雑誌は個人性や地域性の高い特殊
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なものが多く、また、大衆文化関係

の資料の収集を公共機関が忌避して

きた経緯もあって、広義の「文学」

関係の定期刊行物に関して、その全

貌を把握するのはきわめて困難な状

況にある。 

 

（２） 雑誌データの検索に関して、日本近

代文学館を初めとする各地の文学館、

大学図書館等、それぞれ個別の収蔵

資料から誌名を検索することはでき

ても、ジャンル、編集者、同人、主

要執筆者、発行所などから包括的に

関連データを検索するシステムはこ

れまで存在しなかった。 

 

 
 
２． 研究の目的 
 

（１） 本研究は平成１６～１８年度の科学

研究費補助金「基盤研究 C（一般）」

「昭和前期文学関係雑誌の総合的研

究」の成果を基盤に、さらにその発

展を目ざしたものである。「文芸年

鑑」「出版年鑑」「雑誌年鑑」掲載の

文学関係雑誌に関するＤＢ，また、

個人で調査してきた約６、０００タ

イトルの雑誌のＤＢを整備し、編集

者、出版社、発行地、ジャンルなど

を個別に検索できるシステムを構築

することを目的とする。 

 

（２） 雑誌の刊行状況のうち、特に実態を

把握しがたい第二次大戦前後の「疎

開」地の文学活動について、公共機

関の資料の基礎調査を行い、成果を

活字化する。 

 

 

 
３． 研究の方法 
 

（１） 特定の性格を持った雑誌のみを検索

するためにはジャンル区分の定義が

必須となるが、申請者はこれまで約

５０００タイトルの実物調査を踏ま

えて、広義に「文学」に関わる雑誌

の性格を約９０種類にジャンンル分

けする方法を試行してきた。これら

をさらに整備し、ＤＢ作りに活用す

る。 

 

（２） 扱う範囲は、関東大震災（大正１２

年）以降、昭和３０年前後までとす

る。関東大震災以降、大衆文化の勃

興に平行して雑誌の種類が爆発的に

増加し、また、昭和３０年前後から

は、国会図書館等の収蔵状況が劇的

に改善されていくからである。 

 

（３） データベース作成の技術者１名の助

言のもとに、検索システム（検索シス

テム、入力フォーマットのシステム）

の改善等を行う。データ入力を行う作

業補助者２名が、「文芸年鑑」「出版

年鑑」「雑誌年鑑」のデータの入力を

行う。入力するデータの選定は、研究

代表者（安藤）の責任において判断す

る。 

 

（４）疎開者の文化活動の中心となった地域

の図書館、文学館の所蔵資料調査を行

う。 

 
 
 
４． 研究成果 
 

（１） ４種類のＤＢの整備が進んだ。第一は、



 

 

個人所蔵資料に関するもので、あわせ

て５，８７５タイトル。第二は「文芸

年鑑」（大正１２～昭和３２年版）に

関する４、０４１タイトル。第三は「出

版年鑑」（昭和５～３３年版）に関す

る５，７６８タイトル。第四は「雑誌

年鑑」（昭和１４～１７年版）に関す

る４，６３７タイトルである。このう

ち特に「雑誌年鑑」の文学関係の全デ

ータを入力することができたのは大

きな成果であったと考える。 

 

（２） 本研究によって、雑誌の種類が劇的に

増加し始める関東大震災後から、主要

図書館の収蔵が充実し始める昭和３

０年前後までのもっとも重要な３０

余年間に関し、ジャンル、編集者、主

要執筆者別、地域（都道府県）別の検

索を行うことが可能となった。雑誌タ

イトルによって検索するシステムは

すでに各図書館等において一般化し

ているが、たとえば「昭和２０～２４

年の五年間のうちに刊行されていた、

文芸欄を持つ婦人雑誌の一覧」、「あ

る小説家が編集主幹、同人、主要執筆

者であった雑誌の一覧」、「ある県で

昭和十年代に刊行されたことが確認

される文芸同人雑誌」といった検索を、

特定の機関の所蔵資料ではなく、網羅

的にデータをプールした母集団から

検索することが可能になった。「文芸

年鑑」をはじめとする年刊類は、数少

ない雑誌刊行の公的記録だが、従来は、

あるタイトルの雑誌を年度ごとに個

別に探索していくしか調査の手立て

はなかったので、本ＤＢの意義は大き

いものと考える。 

 

（３） 研究期間中に、データベースの構築と

平行して、第二次大戦直後に日本各地

で刊行された地方誌に、疎開していた

文学者たちが執筆していた、その活動

状況を調査した。対象は大阪府梅花女

子学園図書館、山形県の斎藤茂吉資

料館、長野県の堀辰雄記念館、岩手

県花巻市の宮澤賢治記念館、火野葦

平資料館（北九州市）、河伯洞（同）、

薩摩川内市川内まごころ文学館（鹿

児島県川内市）がその主なものであ

る。これらの出張活動の成果は、日本

近代文学館と所蔵資料整理、文学教

室・演習等の協力、各種講演による

人的交流にも相乗効果をもたらすと

同時に、発表論文⑥、図書②等に結

実した。 
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①安藤宏「近代の小説機構ー小説はいかにし

てみずから「伝承」をよそおい得るかー」「文

学」第８巻１号、2007、岩波書店、ｐ31～45。

査読無。 

②安藤宏「『カインの末裔』論」『国文学解釈

と鑑賞』第 72 巻６号（2007 年６月）、至文堂、

138 ～146頁。査読無。 

③安藤宏「「富嶽百景」論」『太宰治研究』第

15 号（2007年６月）、和泉書院、121～133頁。

査読無。 

④安藤宏「近代小説の要件―小説の演技性（韓

国語）」『文学思想』第 36巻８号（2007年）、



 

 

文学思想社（韓国）、220～230頁。査読無。 

⑤安藤宏「近代小説における「言」と「文」」

『文学』第８巻６号（2007 年）、岩波書店、

58～75頁。査読無。 

⑥安藤宏「表現機構としての“作者”」『日本

近代文学』第 77集（2007 年）、日本近代文学

会 180～196 頁。査読有。 

⑦安藤宏「太宰治『愛と美について』論」『東

京大学国文学論集』第３号（2008 年５月）、

東京大学国文学研究室、１～20頁。査読有。 

⑧安藤宏「一人称の近代」『文学』第９巻第５

号（2008年）、岩波書店、32～45 頁。査読無。 

⑨安藤宏「太宰治と“東京”―「東京八景」

を中心に―」『東京大学国文学論集』第４号

（2009年）、東京大学国文学研究室、189～204

頁。査読有。 

⑩安藤宏「『人間失格』の機構」『国文学解釈

と鑑賞』第 75 巻９号（2010 年）、ぎょうせい、

115～122 頁。査読無。 

⑪安藤宏「「もう一つの物語」としての肉筆資

料―『人間失格』を例に―」『文学』第 11 巻

第５号（2010 年）、岩波書店、107～117 頁。

査読無。 

⑫安藤宏「表現機構としての『文壇』」『東京

大学文学部次世代人文学開発センター研究紀

要』24号（2011年）、東京大学、35～43頁。

査読無。 
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